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土
石
審
開
催

要

望

へ

全
国
国
有
林
採
石
協
会

（
塚
田
陽
威
会
長
）
は
６

日
、
都
内
の
ホ
テ
ル
で
令
和

７
年
度
通
常
総
会
を
開
催
。

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選

で
塚
田
会
長
を
は
じ
め
、
副

会
長
に
藤
野
徹
弥
理
事
と
中

田
博
基
理
事
が
重
任
し
た
。

林
野
庁
の
岡
村
篤
憲
国
有
林

野
部
業
務
課
課
長
ら
を
招

き
、
要
望
事
項
の
①
砕
石
等

の
地
産
地
消
②
社
会
・
経
済

情
勢
に
応
じ
た
許
認
可
・
販

売
③
砕
石
需
要
見
通
し
④
許

可
・
申
請
手
続
き
⑤
土
石
採

取
の
将
来
に
わ
た
る
認
可
継

続
⑥
千
葉
県
に
お
け
る
鬼
泪

山
開
発
⑦
林
道
改
良
工
事
へ

の
予
算
の
手
当
⑧
盛
土
規
制

法
関
係
⑨
人
手
不
足
関
係
な

ど
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ

し
、
情
報
交
換
し
た
。
総
会

前
に
林
野
庁
を
訪
問
し
、
青

山
豊
久
長
官
、
小
坂
善
太
郎

次
長
、
眞
城
英
一
国
有
林
野

部
長
と
懇
談
し
要
望
書
を
提

出
し
た
。

冒
頭
の
あ
い
さ
つ
で
塚
田

会
長
は
国
の
防
災
対
策
を
主

導
す
る
防
災
庁
が
２
０
２
６

年
度
中
に
創
設
す
る
こ
と
を

受
け
「
我
々
骨
材
業
者
は
資

源
を
確
保
す
る
こ
と
が
先
決

だ
。
許
可
が
下
り
ず
採
掘

（
採
取
）
地
の
確
保
が
難
航

し
て
い
る
地
域
も
あ
る
な

か
、
今
あ
る
採
石
区
域
で
地

域
住
民
に
認
め
ら
れ
る
よ
う

な
採
石（
岩
石
採
取
、砂
利
・

砂
採
取
）
を
行
い
、
国
や
自

治
体
、
建
設
会
社
な
ど
の
発

注
者
に
有
効
的
に
使
用
し
て

い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
だ
。

砕
石
や
砂
利
・
砂
は
、
社
会

資
本
の
充
実
に
不
可
欠
な
資

材
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、

我
々
の
社
会
的
評
価
は
極
め

て
低
い
。
社
会
的
な
地
位
を

上
げ
る
に
は
ど
の
よ
う
な
取

り
組
み
が
必
要
な
の
か
、
今

一
度
皆
様
と
と
も
に
考
え
て

い
き
た
い
」
と
強
調
し
た
。

来
賓
あ
い
さ
つ
で
岡
村
課

長
は
「
昨
今
、
燃
料
高
騰
や

電
気
代
上
昇
な
ど
で
エ
ネ
ル

ギ
ー
コ
ス
ト
が
上
が
る
な

か
、
皆
様
に
は
社
会
資
本
整

備
や
国
土
強
靭
化
対
策
、
さ

ら
に
様
々
な
災
害
復
旧
に
不

可
欠
な
資
材
の
安
定
供
給
に

努
め
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

ま
た
、
砕
石
生
産
の
効
率

化
、
運
搬
の
安
全
確
保
、
採

掘
跡
地
の
緑
化
な
ど
に
積
極

的
に
取
り
組
み
地
域
住
民
の

理
解
の
も
と
、
事
業
運
営
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
。
引
き

続
き
ご
尽
力
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
労
働
災
害
の
撲
滅
に

努
め
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

述
べ
た
。

意
見
・
情
報
交
換
で
は
林

野
庁
が
各
要
望
事
項
に
回

答
。
会
員
の
吉
住
敏
彦
氏

（
東
京
国
有
林
採
石
協
会
）

は
千
葉
県
に
お
け
る
鬼
泪
山

開
発
に
つ
い
て
、
国
有
林
１

０
４
、
１
０
５
林
班
の
一
部

を
採
取
す
る
た
め
の
周
辺
事

業
者
で
組
織
す
る
団
体
の
活

動
状
況
を
説
明
。
新
た
に
県

の
土
石
採
取
対
策
審
議
会

（
土
石
審
）
開
催
を
促
す
べ

く
、
鬼
泪
山
の
一
部
開
発
が

地
域
活
性
化
や
経
済
発
展
に

資
す
る
根
拠
と
し
て
、
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
会
社
に
作
成
依

頼
し
た
経
済
報
告
書
お
よ

び
、
地
元
と
締
結
し
た
環
境

保
全
協
定
書
と
市
長
の
副
申

書
を
添
付
し
て
県
に
提
出
し

「
県
土
石
採
取
対
策
審
議
会

（
土
石
審
）
の
開
催
を
要
望

す
る
。
土
石
審
の
開
催
と
と

も
に
、
林
野
庁
に
全
体
計
画

書
を
提
出
し
、
土
石
審
の
答

申
を
待
つ
こ
と
と
な
る
」
と

今
後
の
計
画
を
明
ら
か
に
し

「
首
都
圏
で
使
用
さ
れ
て
い

る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
用
山
砂

（
細
骨
材
）
の
80
％
は
千
葉

県
産
。
そ
の
千
葉
砂
が
枯
渇

し
よ
う
と
し
て
い
る
。
今
、

手
を
打
た
な
け
れ
ば
立
ち
行

か
な
く
な
る
。
千
葉
砂
を
安

定
的
に
継
続
的
に
採
取
で
き

る
よ
う
要
求
し
て
い
く
」
と

話
し
た
。

総
会
で
は
24
年
度
業
務
報

告
・
収
支
決
算
、
25
年
度
業

務
方
針
・
収
支
予
算
案
等
を

審
議
し
原
案
通
り
承
認
。
25

年
度
の
主
な
事
業
計
画
は
①

適
正
な
事
業
推
進
②
重
大
災

害
の
未
然
防
止
③
資
源
の
確

保
お
よ
び
経
営
基
盤
の
強
化

④
国
有
林
野
事
業
へ
の
協
力

⑤
行
政
と
の
連
絡
調
整
⑥
全

国
協
会
の
強
化
⑦
採
石
事
業

の
Ｐ
Ｒ
。
総
会
後
の
懇
親
会

に
は
眞
城
国
有
林
野
部
長
が

出
席
し
あ
い
さ
つ
。
島
崎
祐

男
理
事
（
秋
田
）
の
乾
杯
の

発
声
で
懇
談
に
移
っ
た
。

【
訂
正
】
６
月
９
日
付
１

面
の
大
阪
府
砂
利
石
材
協
同

組
合
の
役
員
改
選
の
記
事
で

理
事
長
に
新
任
し
た
下
田
知

大
氏
は
竹
中
石
材
社
長
と
あ

り
ま
し
た
が
正
し
く
は
竹
中

石
材
専
務
取
締
役
で
す
。
お

詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

全
国
国
有
林
採
石
協
会

25 年 度
通 常 総 会

ヤ
マ
シ
メ
桑
田
海
運
社
長

今
回
か
ら
全
４
回
、
執
筆

の
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た

北
海
道
天
塩
町
（
て
し
お
ち

ょ
う
）
で
生
コ
ン
用
細
骨
材

を
製
造
販
売
し
て
お
り
ま
す

ヤ
マ
シ
メ
桑
田
海
運
の
桑
田

で
す
。
天
塩
町
？
ど
こ
？
そ

う
思
わ
れ
る
方
が
ほ
と
ん
ど

か
と
思
い
ま
す
が
、
日
本
最

北
端
の
稚
内
市
か
ら
日
本
海

沿
い
に
約
70
㌔
下
っ
た
町
で

す
。
日
本
国
内
で
４
番
目
の

長
さ
（
２
５
６
㌔
）
と
な
る

天
塩
川
が
あ
り
ま
す
が
、
そ

の
河
口
に
位
置
す
る
天
塩
町

で
は
５
０
０
円
玉
ほ
ど
の
大

き
さ
に
な
る
「
し
じ
み
貝
」

が
と
て
も
有
名
で
す
。
学
校

帰
り
に
川
で
採
っ
て
い
た
良

き
時
代
を
知
っ
て
い
る
世
代

と
し
て
は
、
今
で
は
高
価
で

と
て
も
手
が
出
ま
せ
ん
が
…

…
。天

塩
川
の
大
き
な
恵
み
を

受
け
、
川
を
利
用
し
た
木
材

運
搬
に
よ
り
町
は
そ
の
集
荷

拠
点
と
な
り
、
製
材
所
、
造

船
所
、
関
係
す
る
会
社
が
数

多
く
川
沿
い
に
あ
っ
た
の
を

記
憶
し
て
い
ま
す
。
当
社
は

戦
後
樺
太
か
ら
引
き
揚
げ
て

き
た
祖
父
が
ニ
シ
ン
漁
を
始

め
、
そ
の
後
船
を
利
用
し
て

の
木
材
運
搬
、
時
代
の
流
れ

か
ら
船
舶
輸
送
は
木
材
か
ら

骨
材
へ
と
移
り
変
わ
り
今
の

形
態
の
基
礎
と
な
り
ま
し

た
。天

塩
町
は
良
質
な
「
砂
」

の
産
地
で
も
あ
り
ま
す
。
農

地
等
以
外
に
も
採
取
が
認
め

ら
れ
て
い
た
当
時
は
、
河
川

や
砂
浜
の
砂
は
嵐
や
時
化
に

よ
り
、
い
ま
風
に
言
う
と

「
い
い
感
じ
」
で
大
量
の
砂

が
入
っ
て
き
た
と
聞
い
て
い

ま
す
。
当
初
は
数
軒
だ
っ
た

砂
利
屋
さ
ん
も
、
昭
和
40
年

代
後
半
か
ら
平
成
初
期
に
か

け
て
は
、
十
数
社
と
な
り
、

し
烈
な
競
争
が
繰
り
広
げ
ら

れ
、
当
然
祖
父
や
父
も
そ
の

渦
中
に
い
ま
す
の
で
、
の
ん

び
り
家
に
い
る
訳
も
な
く
キ

ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
の
相
手
は
コ

ン
ク
リ
ー
ト
塀
。
５
人
兄
弟

の
末
息
子
が
、
ま
さ
か
そ
の

「
友
」
で
あ
る
コ
ン
ク
リ
ー

ト
と
再
び
出
会
う
と
は
、
運

命
を
感
じ
ら
れ
ず
に
は
い
ら

れ
ま
せ
ん
。
い
つ
ま
で
も
ド

直
球
で
、
友
（
生
コ
ン
）
に

好
か
れ
る
私
（
細
骨
材
）
で

あ
ろ
う
と
心
に
決
め
て
い
ま

す
。

塚
田
会
長
が
重
任

桑
田
幸
治

「
採
石
業
の
地
位
向
上
を
」

歴歴史史をを感感じじてて

昭
和
石
材
工
業
所
（
本
社

・
東
京
都
新
宿
区
、
髙
瀬
順

司
社
長
）
は
５
月
18
日
、
主

力
工
場
の
古
里
鉱
業
所
の
立

地
す
る
西
多
摩
郡
奥
多
摩
町

の
古
里
小
学
校
に
お
い
て

「
髙
瀬
杯
争
奪
野
球
大
会
」

を
開
催
し
た
。
野
球
大
会
は

地
域
と
の
交
流
や
親
睦
を
深

め
る
こ
と
を
目
的
に
１
９
７

７
年
に
始
ま
り
44
回
目
の
今

回
は
コ
ロ
ナ
禍
を
挟
ん
で
６

年
ぶ
り
の
実
施
。
地
域
住
民

が
地
区
別
に
４
チ
ー
ム
に
分

か
れ
、
奥
多
摩
町
の
独
身
寮

に
暮
ら
す
同
社
社
員
や
髙
瀬

社
長
も
参
加
し
て
試
合
し
、

合
間
に
は
小
学
生
や
未
就
学

児
童
に
よ
る
玉
入
れ
、
地
元

少
年
野
球
ク
ラ
ブ
に
よ
る
技

量
の
お
披
露
目
な
ど
を
行
い

約
１
５
０
人
が
参
加
し
た
。

髙
瀬
社
長
は
「
私
が
社
長

に
就
任
し
て
初
め
て
の
髙
瀬

杯
と
い
う
こ
と
で
特
別
な
想

い
が
あ
り
、
野
球
を
通
じ
地

元
の
皆
さ
ま
と
交
流
で
き
て

子
ど
も
た
ち
が
笑
顔
で
楽
し

む
姿
を
み
て
本
当
に
嬉
し

い
。
私
た
ち
の
会
社
や
社
員

の
顔
を
多
く
の
方
々
に
知
っ

て
い
た
だ
き
地
域
の
皆
さ
ま

と
自
然
に
交
流
が
生
ま
れ
る

よ
う
な
、
そ
ん
な
場
で
あ
り

た
い
と
考
え
て
い
る
。
ひ
と

つ
の
『
も
の
づ
く
り
』
を
通

し
て
色
々
な
方
と
か
か
わ

り
、
対
話
を
し
、
そ
の
経
験

を
自
分
た
ち
の
成
長
の
糧
に

す
る
の
が
当
社
の
目
指
す

姿
。
地
域
の
皆
さ
ま
と
と
も

に
成
長
し
て

い
け
る
企
業

を
目
標
に
掲

げ
て
お
り
、

『
髙
瀬
杯
』

は
交
流
を
深

め
る
貴
重
な

場
と
し
て
継

続
的
に
開
催

し
て
い
き
た

い
」
と
話
し

た
。

野球大会で地域と交流
昭和石材工業所

６年ぶり実施し150人参加

塚田陽威会長

奥多摩町の古里小学校で開催

（３）２０２５年（令和７年）６月２３日（月曜日） ア グ リ ゲ イ ト （第三種郵便物承認）


